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一
、
公
園
化
計
画
の
危
機

現
在
、
横
浜
港
に
面
し
た
山
下
公
園
は
、

市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
横
浜

市
を
代
表
す
る
観
光
地
の
一
つ
と
し
て
多
く

の
人
を
集
め
て
い
る
。
そ
の
公
園
の
地
下
に

関
東
大
震
災
の
瓦
礫
が
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
、
前
号
の
「
復
興
へ
の
第
一
歩
―
横
浜
市

域
の
瓦
礫
処
理
問
題
―
」
に
お
い
て
紹
介
し

た
。
今
回
は
そ
れ
に
引
き
続
き
、
横
浜
市
史

資
料
室
所
蔵
の
新
聞
資
料
や
写
真
資
料
、
さ

ら
に
行
政
刊
行
物
を
活
用
し
な
が
ら
、
山
下

公
園
の
造
園
過
程
を
追
っ
て
い
き
た
い
。

震
災
復
興
期
、
山
下
町
海
岸
に
で
き
た
新

た
な
埋
立
地
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
が

一
つ
の
課
題
と
な
っ
た
。
す
で
に
田
中
祥
夫

氏
が
著
書
『
ヨ
コ
ハ
マ
公
園
物
語
』
（
中
央

公
論
新
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
お
い
て
明
ら

か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
山
下
町
海
岸
に
新

た
な
公
園
を
設
け
る
計
画
は
、一
九
二
三（
大

正
一
二
）
年
九
月
の
地
震
発
生
直
後
か
ら
議

論
さ
れ
、
同
年
一
二
月
の
帝
都
復
興
審
議
会

の
協
議
を
経
て
、
国
の
復
興
事
業
の
中
に
組

み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
都
市
研

究
会
（
会
長
／
後
藤
新
平
内
務
大
臣
）
の
機

関
誌
『
都
市
公
論
』
第
六
巻
一
二
号
（
一
九

二
三
年
一
二
月
一
日
刊
行
）
掲
載
の
「
帝
都

復
興
計
画
概
要
」
か
ら
も
窺
え
る
。
野
毛
山

公
園
や
神
奈
川
公
園
と
と
も
に
、
山
下
公
園

は
新
設
の
復
興
公
園
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て

い
た
。
つ
ま
り
、
関
東
大
震
災
か
ら
約
三
ヶ

月
の
間
に
埋
立
地
利
用
の
方
向
性
は
定
ま
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
公
園
の
有
益
性
が
再
認

識
さ
れ
た
点
が
あ
っ
た
。
震
災
後
、
市
民
生

活
を
向
上
さ
せ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
防
災
上

の
観
点
か
ら
も
公
園
の
必
要
性
は
高
ま
っ
た
。

震
災
以
前
、
横
浜
市
内
の
公
園
は
、
横
浜
公

園
や
掃
部
山
公
園
な
ど
に
限
ら
れ
、
い
ず
れ

も
地
震
の
被
害
を
受
け
た
が
、
多
く
の
罹
災

者
を
収
容
す
る
な
ど
避
難
所
と
し
て
の
機
能

を
果
た
し
た
。
ま
た
、
火
災
の
延
焼
を
防
ぐ

防
火
帯
と
し
て
の
機
能
も
期
待
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
復
興
の
過
程
で
多
く
の
公
園
が
東

京
や
横
浜
に
新
設
さ
れ
た
（
復
興
事
務
局

編
・
発
行
『
帝
都
復
興
事
業
誌　

建
築
編
・

公
園
編
』
、
一
九
三
一
年
、
九
―
一
〇
頁
）
。

山
下
公
園
が
計
画
さ
れ
て
い
く
背
景
に
は
、

関
東
大
震
災
の
教
訓
も
あ
っ
た
。

さ
ら
に
新
た
な
公
園
を
求
め
る
声
は
一
九

二
四
（
大
正
一
三
）
年
三
月
三
日
の
『
横
浜

貿
易
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
社
説
「
復
興
上

忘
れ
ら
れ
た
る
諸
問
題
」
か
ら
も
窺
え
る
。

同
社
説
は
復
興
に
む
け
た
横
浜
の
都
市
計
画

を
「
頗
る
不
徹
底
」
と
批
判
す
る
中
で
、「
防

火
地
区
の
設
定
、
防
火
線
の
配
置
な
ど
謂
ふ

丈
け
が
愚
か
な
位
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
に

篤
と
思
ひ
致
す
べ
き
は
公
園
広
場
の
問
題
で

あ
る
、
今
回
決
定
し
た
都
市
計
画
に
は
、
こ

の
点
が
幾
ん
ど
閑
却
せ
ら
れ
て
居
る
」
と
、

公
園
の
新
設
が
不
十
分
な
点
を
指
摘
し
つ
つ
、

「
併
し
少
数
の
広
い
庭
園
を
私
有
し
て
居
る

富
豪
以
外
の
市
民
は
是
非
と
も
そ
の
生
活
の

安
全
を
諮
る
一
要
件
と
し
て
、
公
園
広
場
の

設
置
に
関
し
、
熱
烈
な
る
要
求
の
叫
び
を
為

す
べ
き
で
あ
る
」
と
、
設
置
要
求
の
運
動
化
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●山下公園の誕生

を
市
民
に
訴
え
た
。
こ
の
よ
う
に
各
方
面
か

ら
公
園
の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
山
下
町
海
岸
の
埋
立

地
は
一
年
以
上
も
放
置
さ
れ
続
け
た
。
早
い

段
階
で
公
園
化
の
方
向
性
が
定
ま
っ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
。

田
中
氏
は
横
浜
市
の
技
術
吏
員
で
あ
っ
た
田

中
常
義
氏
の
収
集
し
た
「
横
浜
市
山
下
公
園

埋
立
文
書
」
を
活
用
し
な
が
ら
、
港
湾
の
管

轄
や
行
政
機
関
の
関
係
を
踏
ま
え
つ
つ
、
放

置
の
要
因
を
紐
解
い
て
い
る
。
そ
れ
に
依
れ

ば
、
①
港
内
へ
の
土
石
流
出
を
防
止
す
る
護

岸
工
事
の
遅
れ
や
、
②
埋
立
地
の
埠
頭
化
を

求
め
る
神
奈
川
県
の
主
張
、
③
調
整
作
業
の

難
航
等
が
放
置
の
要
因
に
あ
っ
た
。
具
体
的

な
作
業
が
進
む
段
階
で
、
公
園
化
の
計
画
は

頓
挫
す
る
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

山
下
公
園
の
計
画
が
停
滞
す
る
な
か
、
八

月
二
一
日
の
『
横
浜
貿
易
新
報
』
は
社
説
「
孰

が
復
興
を
促
進
す
る
所
以
か
」
を
掲
載
し
、

埋
立
地
の
公
園
化
を
主
張
し
て
い
る
。
同
社

説
は
「
横
浜
港
内
の
水
面
に
接
す
る
山
下
町

海
岸
は
遂
に
之
を
埋
立
て
、
海
岸
公
園
と
為

す
の
計
画
で
あ
っ
た
の
で
、
震
火
災
の
後
始

末
を
為
す
に
当
り
、
其
残
骸
を
同
水
面
に
投

棄
す
る
こ
と
ゝ
し
、
之
に
依
っ
て
今
や
予
定

の
埋
立
は
、
将
に
成
ら
ん
と
し
て
居
る
の
で

あ
る
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
説
明
し
た

上
で
、
埠
頭
化
の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
点

を
指
摘
、
「
此
海
岸
を
荷
揚
場
と
す
る
こ
と

が
、
横
浜
の
復
興
を
促
進
す
る
上
に
、
果
し

て
策
の
得
た
も
の
か
何
う
か
、
能
く
考
へ
て

見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
で
あ
る
」
と
、
そ
の

実
現
に
疑
問
を
呈
し
て
居
る
。
そ
し
て
「
若

し
大
震
災
の
為
に
、
同
処
に
於
け
る
外
国
人

の
居
住
営
業
の
設
備
が
、
全
く
破
壊
し
去
ら

れ
た
の
を
機
会
と
し
て
、
今
後
同
地
域
の
利

用
上
に
、
一
転
化
を
図
ら
ん
と
す
る
の
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
其
の
海
岸
一
帯
を
荷
揚
場
と

す
る
こ
と
は
、
寧
ろ
適
当
な
る
措
置
と
謂
ふ

て
可
か
ら
う
」
と
、
埠
頭
化
の
有
効
性
を
一

部
認
め
つ
つ
も
、こ
れ
を「
近
視
的
実
利
論
」

と
断
じ
、
「
横
浜
が
所
謂
帝
都
の
表
玄
関
と

し
て
、
其
地
歩
特
色
を
発
揮
し
て
往
く
と
謂

ふ
上
に
、
外
国
人
に
対
し
て
、
居
住
営
業
の

便
宜
を
供
し
、
且
来
遊
外
人
の
宿
泊
休
養
娯

楽
の
設
備
に
就
て
も
、
亦
相
当
の
考
慮
を
払

ふ
こ
と
は
、
争
ふ
こ
と
の
出
来
ぬ
要
件
で
あ

る
」
と
、
国
際
港
を
有
す
る
横
浜
の
特
徴
を

挙
げ
、
そ
の
観
点
か
ら
の
公
園
化
を
説
い
て

い
る
。
『
横
浜
貿
易
新
報
』
は
国
際
港
と
し

て
の
横
浜
の
特
徴
を
発
展
の
原
動
力
と
す
べ

き
で
あ
る
と
主
張
し
て
お
り
、
「
荷
揚
場
と

為
し
て
見
よ
、
之
に
伴
ふ
多
少
の
利
便
は
即

ち
之
れ
あ
ら
ん
と
雖
も
、
横
浜
の
繁
栄
に
特

色
づ
く
る
も
の
ゝ
復
興
に
至
り
て
は
、
恐
ら

く
望
む
べ
か
ら
ざ
る
や
も
知
れ
な
い
の
で
あ

る
」
と
、
埠
頭
案
を
批
判
し
た
。

埋
立
地
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て
行
政
間
の
駆

け
引
き
が
続
く
な
か
、
横
浜
の
地
元
メ
デ
ィ

ア
は
最
初
に
提
示
さ
れ
た
公
園
案
を
支
持
し

た
の
で
あ
る
。

二
、
造
園
工
事
の
開
始

『
横
浜
貿
易
新
報
』
の
主
張
な
ど
、
周
囲

の
動
き
が
行
政
機
関
の
意
志
決
定
に
ど
こ
ま

で
影
響
し
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
神
奈

川
県
は
一
九
二
四
（
大
正
一
三
）
年
八
月
末

に
山
下
公
園
の
造
園
を
承
認
、
ま
た
、
港
湾

に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
港
湾
調
査

会
（
会
長
／
若
槻
礼
次
郎
内
務
大
臣
）
も
一

〇
月
一
八
日
の
会
合
に
お
い
て
「
横
浜
港
内

焼
土
捨
場
ニ
関
ス
ル
件
」
を
協
議
、
「
本
件

ハ
震
災
直
後
横
浜
市
ニ
於
テ
市
内
焼
跡
石
ヲ

急
速
取
捨
ノ
必
要
ニ
迫
ラ
レ
別
紙
図
面
ノ
通

リ
同
市
山
下
町
先
海
面
約
二
萬
四
千
坪
ヲ
右

焼
土
捨
場
ニ
充
当
シ
度
旨
横
浜
市
長
ヨ
リ
申

請
ア
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
事
急
速
ヲ
要
シ
事
情
止

ム
ヲ
得
ザ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
之
ヲ
許
可
シ
タ

リ
」
と
、
瓦
礫
処
理
に
関
す
る
横
浜
市
の
対

応
を
追
認
し
た
（「
横
浜
港
震
災
復
旧
工
事

並
ニ
横
浜
市
山
下
町
地
先
海
面
焼
土
捨
場
報

告
ノ
件
」
、
運
輸
省
第
二
港
湾
建
設
局
編
・

発
行
『
横
浜
港
修
築
史
』
、
一
九
八
三
年
、

四
五
〇
頁
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
埋
立
地
の
公

園
化
計
画
は
具
体
的
に
進
む
こ
と
に
な
る
。

そ
の
間
、
護
岸
設
備
の
な
い
山
下
町
の
埋

立
地
で
は
、
横
浜
港
内
へ
の
土
石
の
流
出
が

続
き
、
一
一
月
九
日
の
『
横
浜
毎
朝
新
報
』

は
、
「
荒
天
風
波
の
日
に
は
土
砂
は
港
内
一

面
に
流
出
し
て
自
然
に
海
底
を
浅
く
す
る
の

で
船
舶
の
運
航
上
懸
念
す
べ
き
現
状
に
あ
る
。

殊
に
世
界
貿
易
の
中
枢
と
し
て
且
つ
帝
都
の

関
門
た
る
当
港
に
尚
焦
石
残
土
を
堆
積
し
震

山下公園の造園状況（現在の横浜マリンタワー周辺）　1927年9月頃� 前川淨二家資料
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●山下公園の誕生

後
の
惨
状
を
存
置
す
る
は
外
観
上
考
慮
を
要

す
べ
き
問
題
で
あ
る
」
と
、
土
石
流
出
の
状

況
を
報
じ
て
い
る
。
そ
れ
を
改
善
す
る
た
め
、

清
野
長
太
郎
神
奈
川
県
知
事
は
直
木
倫
太
郎

復
興
局
長
官
に
対
し
、
早
急
な
護
岸
工
事
の

実
施
を
求
め
た
。

埋
立
地
の
公
園
化
の
方
針
は
各
種
委
員
会

の
審
議
を
経
た
後
、一
九
二
五（
大
正
一
四
）

年
一
月
二
三
日
に
加
藤
高
明
内
閣
の
認
可
を

得
て
、
三
日
後
の
内
務
省
公
示
第
一
五
号
で

正
式
に
決
定
す
る
（『
官
報
』
第
三
七
二
六
号
、

一
九
二
五
年
一
月
二
六
日
）
。
そ
し
て
山
下

公
園
（
二
二
〇
〇
〇
坪
）
は
野
毛
山
公
園
（
二

二
〇
〇
〇
坪
）
や
神
奈
川
公
園
（
四
〇
〇
〇

坪
）
と
と
も
に
、
国
の
事
業
と
し
て
大
正
一

三
年
度
か
ら
「
大
正
十
七
年
度
（
＝
一
九
二

八
年
）」
ま
で
の
五
年
間
に
段
階
的
に
整
備

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三
月
三
〇
日
の
『
横
浜
毎
朝
新
報
』
は

「
復
興
復
旧
の
公
園
計
画
」
と
題
し
た
論
説

を
掲
載
し
、
復
興
事
業
に
お
け
る
公
園
の
整

備
計
画
と
、
そ
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
言
及

し
て
い
る
。
山
下
公
園
に
関
し
て
は
、
「
横

浜
港
内
山
下
町
前
面
の
公
有
水
面
で
、
災
前

既
に
水
深
極
め
て
浅
く
、
船
舶
の
碇
繋
事
港

湾
と
し
て
の
利
用
全
か
ら
ず
唯
同
所
海
岸
通

り
の
疎
松
の
間
は
、
唯
一
の
散
策
路
と
し
て

西
洋
人
の
間
に
著
聞
し
て
居
た
も
の
で
も

あ
っ
た
が
灰
燼
整
理
の
目
的
を
以
て
既
に
六

十
間
埋
出
し
、
復
興
事
業
の
最
終
年
度
に
於

て
公
園
と
し
て
の
態
を
整
ふ
る
こ
と
に
な
っ

て
ゐ
る
」
と
、
震
災
前
の
海
岸
通
り
の
状
況

に
触
れ
つ
つ
、
公
園
完
成
ま
で
の
見
通
し
を

述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
目
下
護
岸
工
事
の

諸
に
つ
い
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
将
来
明

る
い
ロ
ー
ン
に
め
ぐ
ま
れ
た
、
灌
木
の
静
か

な
群
殖
を
介
し
た
ベ
ン
チ
に
よ
っ
て
海
光
と

オ
ゾ
ー
ン
と
に
は
ぐ
く
ま
れ
つ
ゝ
港
の
殷
賑

に
親
し
む
絶
好
の
園
地
と
な
る
事
を
疑
は
な

い
」
と
、
工
事
の
状
況
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

将
来
の
完
成
像
を
描
い
て
い
る
。
神
奈
川
県

の
求
め
て
い
た
埋
立
地
の
護
岸
工
事
は
、
公

園
の
方
向
性
が
定
ま
っ
た
段
階
で
、
よ
う
や

く
動
き
始
め
た
よ
う
で
あ
る

だ
が
、
そ
の
後
、
目
に
見
え
る
形
の
工
事

は
進
ま
ず
、
人
々
の
不
満
は
次
第
に
高
ま
っ

て
い
っ
た
。
四
月
五
日
の『
横
浜
毎
朝
新
報
』

は
、
「
国
で
執
行
す
る
公
園
計
画
は
野
毛
山
、

青
木
町
（
神
奈
川
公
園
―
引
用
者
注
）
、
山

下
町
の
海
岸
公
園
を
合
し
て
三
公
園
に
新
設

費
百
九
十
九
萬
圓
と
云
ふ
予
算
を
計
上
さ
れ

十
三
年
度
よ
り
十
七
年
度
ま
で
五
ヶ
年
間
の

継
続
事
業
と
し
て
工
事
に
着
手
せ
ね
ば
成
ら

ぬ
問
題
で
あ
る
。
然
る
に
今
日
に
至
る
も
以

上
の
三
公
園
に
対
し
て
は
何
等
事
業
の
計
画

着
手
を
聞
か
ざ
る
こ
と
は
国
の
仕
事
と
し
て

も
餘
り
放
擲
し
過
ぎ
は
せ
ず
や
と
市
民
の
ひ

と
し
く
遺
か
ん
と
す
る
處
で
あ
る
」
と
、
事

業
の
進
捗
状
況
を
報
じ
る
と
同
時
に
、
「
山

下
町
の
海
岸
公
園
二
萬
二
千
坪
は
関
内
山
下

町
の
焼
土
を
投
棄
し
た
が
尚
多
く
の
不
足
を

生
ず
る
の
で
市
内
各
河
川
の
浚
渫
す
る
泥
土

を
此
上
に
置
土
す
る
こ
と
の
意
見
は
決
定
し

て
居
る
だ
け
で
其
ま
ゝ
見
苦
し
い
体
裁
を
晒

し
て
お
る
」
と
、
放
置
さ
れ
た
埋
立
地
の
様

子
を
伝
え
た
。
同
記
事
は
遅
延
の
要
因
を
復

興
局
横
浜
出
張
所
に
公
園
担
当
の
人
員
が
い

な
い
点
に
求
め
て
お
り
、
急
速
に
進
む
東
京

の
復
興
公
園
事
業
と
比
べ
、
す
べ
て
が
後
回

し
に
さ
れ
る
横
浜
の
状
況
に
不
満
を
漏
ら
し

て
い
る
。
ま
た
、
業
を
煮
や
し
た
横
浜
市
が

内
務
大
臣
に
直
談
判
し
て
予
算
と
一
緒
に
事

業
を
引
き
継
ぐ
と
も
伝
え
た
。
関
東
大
震
災

の
発
生
か
ら
丸
一
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て

埋
立
地
の
公
園
化
は
確
定
し
た
も
の
の
、
東

京
の
復
興
事
業
が
優
先
さ
れ
た
た
め
、
山
下

町
の
埋
立
地
は
放
置
さ
れ
続
け
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
山
下
町
の
住
民
も
、

「
海
岸
公
園
の
予
定
地
は
彼
の
ま
ゝ
放
つ
て

置
く
つ
も
り
で
す
か
、
誠
に
不
体
裁
を
極
め

来
遊
外
人
か
ら
何
故
斯
う
や
つ
て
置
く
の
か

金
が
無
い
の
か
だ
ろ
う
と
笑
は
れ
ま
す
」
と
、

埋
立
地
の
現
況
を
嘆
い
て
い
る
（『
横
浜
毎

朝
新
報
』
一
九
二
五
年
六
月
八
日
）
。
多
く

の
外
国
人
が
訪
れ
る
国
際
港
と
し
て
の
面
か

ら
も
早
急
な
公
園
整
備
が
求
め
ら
れ
た
。

一
方
、
批
判
の
矛
先
を
む
け
ら
れ
た
復
興

局
横
浜
出
張
所
は
、
山
下
公
園
の
造
園
に
む

け
た
具
体
的
な
作
業
を
進
め
、
各
方
面
と
の

調
整
を
行
っ
て
い
た
。
山
下
町
の
埋
立
地
に

は
、
様
々
な
種
類
の
瓦
礫
が
無
秩
序
に
投
棄

さ
れ
た
た
め
、
植
樹
等
を
行
う
の
は
困
難
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
埋
立
地
の
整
地
と
土
地

の
改
良
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
先
に
引
用
し

た
『
横
浜
毎
朝
新
報
』
の
記
事
に
も
あ
る
よ

う
に
、
市
内
河
川
の
浚
渫
に
よ
っ
て
生
じ
た

土
砂
を
そ
れ
に
充
て
る
こ
と
と
し
た
。
五
月

下
旬
、
横
浜
出
張
所
は
そ
れ
に
関
す
る
認
可

を
内
務
大
臣
に
申
請
し
て
い
る（『
横
浜
毎
朝

新
報
』
一
九
二
五
年
五
月
二
二
日
）
。

翌
六
月
、
国
は
埋
立
地
の
護
岸
工
事
を
開

始
し
、
埋
立
地
の
整
備
に
入
っ
た
。
そ
れ
に

つ
い
て
山
下
町
在
住
の
あ
る
外
国
人
は
、「
海

岸
公
園
の
工
事
を
始
め
た
や
う
で
す
が
何
う

ゆ
ふ
風
に
な
る
公
園
で
す
か
、
い
つ
頃
ま
で

に
完
成
し
ま
す
か
」
と
、『
横
浜
毎
朝
新
報
』

埋立地の整地作業　大正末期�『横浜市復興復旧浚渫工事記念写真帳』
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●山下公園の誕生

に
投
書
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
同
紙
は
、

「
市
民
の
散
歩
公
園
と
す
る
計
画
で
す
。
工

事
は
ま
だ
埋
立
に
着
手
し
た
許
り
で
す
か
ら

本
と
う
に
進
め
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
十

六
年
度
一
杯
ま
で
か
ゝ
る
見
込
み
で
す
。
山

下
海
岸
は
日
本
大
通
り
を
経
て
横
浜
公
園
ま

で
聯
絡
す
る
逍
よ
う
公
園
と
す
る
予
定
で

す
」
と
、
回
答
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
も
述
べ
た
（『
横
浜
毎
朝
新

報
』
一
九
二
五
年
七
月
五
日
）
。
地
震
発
生

か
ら
一
年
半
以
上
の
時
を
経
て
、
山
下
公
園

の
工
事
は
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
山
下
公
園
の
完
成

山
下
公
園
の
造
成
事
業
は
護
岸
工
事
と
埋

立
地
の
整
地
作
業
か
ら
行
わ
れ
た
。
ま
ず
前

者
に
つ
い
て
は
、
熟
練
の
潜
水
夫
が
捨
石
を

使
っ
て
海
岸
線
に
護
岸
の
基
礎
を
築
い
た
後
、

石
と
石
の
隙
間
に
砂
利
を
詰
め
て
壁
面
の
凹

凸
を
整
え
て
い
っ
た
。
ま
た
、
荷
揚
場
や

ボ
ー
ト
用
の
橋
梁
な
ど
の
周
辺
施
設
の
整
備

も
順
次
進
め
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
四

月
末
に
工
事
を
完
了
し
た
。
一
方
、
後
者
は

各
河
川
の
土
砂
だ
け
で
な
く
、
山
手
ト
ン
ネ

ル
の
掘
削
工
事
で
生
じ
た
土
砂
な
ど
も
活
用

し
な
が
ら
地
均
し
を
行
い
、
そ
の
上
に
購
入

し
た
肥
沃
土
を
敷
き
詰
め
た
。
続
い
て
一
九

二
七
（
昭
和
二
）
年
六
月
か
ら
は
一
般
の
造

営
工
事
に
も
着
手
、
芝
生
や
樹
木
の
植
え
込

み
、
遊
歩
道
の
整
備
、
正
門
や
噴
水
、
休
憩

所
等
構
造
物
の
設
置
な
ど
、
公
園
内
部
の
環

境
を
整
え
て
い
っ
た
。
こ
の
植
樹
の
際
は
根

元
で
邪
魔
に
な
る
石
片
や
煉
瓦
を
除
去
し
な

が
ら
作
業
が
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ

の
後
、
山
下
公
園
は
完
成
し
た
部
分
か
ら
順

次
開
放
さ
れ
、
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
っ
た

（
横
浜
市
役
所
編
・
発
行
『
横
浜
復
興
誌
』

第
三
編
、
一
九
三
二
年
、
六
八
―
八
三
頁
）
。

他
方
、公
園
全
体
の
工
事
は
一
九
三
〇（
昭

和
五
）
年
の
二
月
末
ま
で
続
け
ら
れ
、
翌
月

の
開
園
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
月
一

二
日
、
『
横
浜
貿
易
新
報
』
と
『
横
浜
毎
朝

新
報
』
は
と
も
に
山
下
公
園
の
完
成
に
関
す

る
記
事
を
掲
載
、
公
園
設
備
や
三
日
後
に
催

さ
れ
る
復
興
局
主
催
の
開
園
式
典
の
内
容
を

報
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、
開
園
式
典

は
横
浜
市
の
秘
書
課
が
準
備
し
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
前
の
広
場
で
午
後
二
時
よ

り
開
始
、
終
了
後
は
同
ホ
テ
ル
で
落
成
祝
賀

式
を
行
う
計
画
で
あ
っ
た
。

三
月
一
五
日
、
中
川
望
復
興
局
長
官
を
は

じ
め
、
山
県
治
郎
神
奈
川
県
知
事
や
有
吉
忠

一
横
浜
市
長
、
井
坂
孝
商
工
会
議
所
会
頭
な

ど
市
内
外
の
有
力
者
が
参
集
し
、
予
定
通
り

に
開
園
式
典
が
開
か
れ
た
。
神
職
に
よ
る
祭

式
、
来
賓
か
ら
の
祝
辞
の
後
、
会
場
を
祝
賀

式
に
移
し
て
午
後
三
時
頃
に
散
会
と
な
っ
た
。

式
典
に
際
し
て
有
吉
市
長
は
、
「
震
災
前
に

は
砂
地
と
し
て
持
餘
し
た
る
も
の
で
あ
る
が

そ
れ
が
こ
ん
な
に
立
派
な
公
園
と
な
っ
た
の

は
官
民
協
力
の
力
で
あ
り
ま
す
。
新
公
園
の

建
設
は
全
国
に
も
誇
り
日
本
の
表
玄
関
を
飾

る
に
足
る
。
ま
た
外
来
客
を
慰
め
る
に
充
分

で
引
い
て
は
外
人
客
誘
致
の
一
端
と
も
な
り

本
市
の
た
め
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
」

と
、
山
下
公
園
に
対
す
る
期
待
を
祝
辞
で
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
平
沼
亮
三
横
浜
市
会
議

長
も
同
じ
く
祝
辞
で
、
「
禍
を
轉
じ
て
福
と

な
す
と
い
ふ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
此
の
公
園

の
建
設
を
見
た
る
も
そ
の
一
つ
で
あ
ら
う
と

信
ず
」
と
、
瓦
礫
の
山
が
公
園
に
転
用
さ
れ

た
点
を
評
価
し
て
い
る（『
横
浜
毎
朝
新
報
』

一
九
三
〇
年
三
月
一
六
日
）
。
関
東
大
震
災

か
ら
約
六
年
半
の
歳
月
を
経
て
、
瓦
礫
の
処

分
場
は
「
公
園
」
と
い
う
公
共
施
設
に
生
ま

れ
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
月
三
一
日
、
公
園
の
管
理
は
復
興
局
か

ら
横
浜
市
土
木
局
に
移
り
、
市
内
小
学
校
の

遠
足
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
横
浜
市

に
管
理
が
移
っ
て
以
降
の
入
園
者
数
は
、
一

九
三
〇
年
が
七
四
一
四
〇
〇
人
（
四
月
―
一

二
月
）
、
一
九
三
一
年
が
七
〇
八
三
〇
〇
人
、

一
九
三
二
年
が
五
六
〇
六
〇
〇
人
と
年
々
減

少
し
た
も
の
の
、
山
下
公
園
は
市
民
生
活
の

中
に
根
を
下
ろ
し
て
い
く
（
各
年
度
『
横
浜

市
事
務
報
告
書
』）
。
一
九
三
三（
昭
和
八
）

年
の
『
横
浜
市
事
務
報
告
書
』
に
お
い
て
土

木
局
は
、
「
近
来
地
方
ヨ
リ
ノ
観
光
団
体
、

学
校
ノ
遠
足
地
ト
シ
テ
来
団
者
益
々
増
加
ノ

傾
向
ニ
ア
リ
夏
季
夜
間
ハ
市
民
ノ
納
涼
客
特

ニ
多
ク
特
ニ
学
生
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
ハ
年
中
行

事
ノ
一
ツ
タ
リ
」
と
、
山
下
公
園
の
利
用
状

況
を
記
し
て
い
る
ほ
か
、
横
浜
貿
易
新
報
社

の
山
本
和
久
三
（
禾
口
）
記
者
は
著
書
『
横

浜
百
景
』
（
横
浜
貿
易
新
報
社
出
版
部
、
一

九
三
四
年
、
七
頁
）
に
お
い
て
、
「
入
つ
て

見
て
も
い
ゝ
公
園
で
あ
る
。
乗
物
の
中
か
ら

見
て
通
つ
て
も
い
ゝ
公
園
で
あ
る
。
震
災
の

洗
礼
に
依
る
、
大
破
壊
の
あ
と
の
、
大
な
る

建
設
中
の
傑
作
と
し
て
新
横
浜
人
の
驕
り
の

随
一
で
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
山
下
公
園
は
市
民
の
憩
い
の
場
で
あ
る
と

同
時
に
、
横
浜
の
誇
る
名
所
の
一
つ
と
し
て

定
着
し
て
い
っ
た
。

さ
て
、
今
日
、
山
下
公
園
を
震
災
復
興
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
捉
え
る
見
方
が
あ
る
が
、

震
災
直
後
に
そ
れ
を
意
図
し
た
計
画
は
な
く
、

埋
立
地
の
利
用
方
法
も
流
動
的
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
公
園
化
が
確
定
し
た
後
も
埋
立
地
は

放
置
さ
れ
続
け
、
人
々
の
不
満
を
高
め
て

い
っ
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
瓦
礫
の
処
分

場
を
利
用
し
た
公
園
計
画
は
成
功
し
、
山
下

公
園
は
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
く
。
で
は
、

復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
は
い

つ
頃
形
成
さ
れ
た
の
か
。
一
つ
に
は
、
一
九

三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
に
同
公
園
を
会
場
と

し
た
復
興
記
念
横
浜
大
博
覧
会
の
影
響
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は

今
後
の
調
査
研
究
の
課
題
と
し
た
い
。

�

（
吉
田
律
人
）
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